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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月4日(2010.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法が、工程：
　（ａ）動物細胞培養培地中に、そして初期細胞密度で、好中球前駆細胞を含有している
細胞の集団を供給すること；
　（ｂ）細胞の集団を低い酸化ストレスの条件下で培養すること（ここで動物細胞培養培
地は、（ｉ）１つ以上の早期作用性サイトカイン及び（ｉｉ）１つ以上の当該前駆細胞を
好中球特異的系統へ分化するサイトカインを含有している）；
　（ｃ）その後培養物を撹拌する時点で、細胞密度を測定すること；及び
　（ｄ）細胞が工程（ｃ）で測定した細胞密度に到達してから細胞の培養を続けている間
中、培養培地を撹拌して、好中球系統の分裂終了細胞の集団を産生すること：
を含有してなる、好中球系統の分裂終了細胞の集団を産生するインビボ又はエキソビボに
よる方法。
【請求項２】
　工程（ｂ）の低い酸化ストレスの条件が、約１０％未満である培養液の溶存酸素含量を
含有してなる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　工程（ｂ）の細胞の集団の培養が、静的条件で集団を培養することを含有してなる、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　好中球前駆細胞の初期細胞密度が１ｍｌ当たり約２０，０００細胞未満である、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　工程（ａ）の培養培地が、総初期細胞密度が培地１ｍｌ当たり少なくとも約１００，０
００細胞になるように、好中球前駆細胞以外の細胞を更に含有してなる、請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　好中球前駆細胞以外の細胞が血液由来の単核細胞である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　工程（ｃ）の細胞密度が、培養培地の表面を介する酸素移動が静的条件下で前駆細胞及
びその子孫の生育に不十分である時点の細胞密度である、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　工程（ｃ）の細胞密度が、１ｍｌ当たり少なくとも約１００，０００～約２００，００
０細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　工程（ｃ）の細胞密度が、工程（ｂ）の初期細胞密度である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　好中球前駆細胞の集団が富化されている、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　好中球前駆細胞の集団が、富化されていない単核細胞の集団として供給される、請求項
１に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１の方法によって得られる好中球系統の分裂終了細胞の単離された集団。
【請求項１３】
　細胞の少なくとも約４０％が成熟好中球である、請求項１２に記載の細胞の集団。
【請求項１４】
　細胞の約２０％未満が活性化されている、請求項１２に記載の細胞の集団。
【請求項１５】
　方法が、工程：
　（ａ）好中球前駆細胞を含有している細胞の集団を供給すること；及び
　（ｂ）（ｉ）１つ以上の早期作用性サイトカイン及び（ｉｉ）当該前駆細胞の増殖に必
要な、１つ以上のサイトカインを含有している動物細胞培養培地中で、細胞が、培養培地
の表面を介する酸素移動が静的状態で前駆細胞及び／又はその子孫の生育に対して不十分
である細胞密度になる時点まで静的条件下で、次いでその後培養培地を撹拌して、細胞の
集団を培養して、好中球前駆体及び／又は好中球前駆細胞の増殖した集団を産生すること
：
を含有してなる、好中球前駆体及び／又は好中球前駆細胞の増殖した集団を産生するイン
ビトロ又はエキソビボによる方法。
【請求項１６】
　請求項１～１５の何れか一項に記載の方法で産生させた細胞の集団を、薬学的に許容さ
れる担体又は賦形剤と共に含有してなり、そして当該細胞の集団が少なくとも約１０億細
胞を含有している、好中球の数を増加させるための医薬組成物。
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